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 a. 学生が勉強する 















 a. I am a student. 








 a. りんごは赤い 
 b. 海がきれいだ 
 
























 a. 私が学生になるために、どうするか 
 b. りんごが赤くなる（りんごを赤くする）ために、どうするか 









































































































































































1.3 動詞の種類と機能表現 (2)自動詞  
 日本語の自動詞には、自動詞だけが存在するものもあるが、特徴的なものとして、他動
詞と対になった自動詞がきわめて多い。それらの例を下記に挙げる 
自動詞  他動詞   自動詞  他動詞  
上がる 上げる  暖まる 暖める 
当たる 当てる  集まる 集める 
高まる 高める  たまる ためる 
捕まる 捕まえる  伝わる 伝える 
飛ぶ 飛ばす  詰まる 詰める 
隠れる 隠す  壊れる 壊す 











































































































































































































































































































































































































































































 a. 学生が勉強する 






















































「学生が勉強する」の場合        「学生に勉強させる」の場合 








































 a. 疲れているから 
 b. 暖まるから 
 c. 清潔になりたいから 
 d. 汗をかいたから 
 e. お湯を溜める 
 f. 深さがある 

































































































































































































































































































































































































理由を述べる際に、for this reason のように、日本語で「から」と表現するところに for が
用いられるが、古くは英語においても from が使われていたという。また、目的に関しては、


































































































































































































































⇔ 時間通りに会社に到着する  






































































































































 a. 学生が勉強する 






































































































a. We'll have some beef. 
a’. 今日は牛肉が出ますよ。’  
b. We've come to a conclusion. 
b’. やっと結論が出た。 
c. I've lost a button 
c’.ボタンが取れちゃった。 
 
 上記は国広哲也が研究材料とした例文の一部である。（アンリ・フレ日本語二千文・Bennett. T. J. 
41 
 
A. TwoThounsand Sentence of British Einglish）a と a’、b と b’、c と c’はそれぞれ同じ事象を英語
と日本語とでどう表現するか、ということを表している。 








a. The heat makes me feel languid. 
a’. #熱気が私をだるく感じさせる。 
a’’. 暑いので体がだるい。 
b. Despairdrove him to commit suicide. 
b’. 絶望が彼を自殺へ追いやった。 
b’’.希望を失って彼は命を絶った。 
c. What brought you here? 
c’. #何があなたをここに連れて来たのですか。 
c’’. あなたはなぜここに来たのですか？ 
d. The bus will take you to the station. 
d’. #このバスはあなたを駅に連れて行きます。 
d’’. このバスに乗ると、駅に行けますよ。 
e. His words surprised me. 
e’. 彼の言葉は私を驚かした。 
e’’. 彼の言葉に驚いた。 






























英語に多い形式   X が Y を Z する 




































































































 a. 学生が勉強する 
 b. 学生に勉強させる 
 










 (44)のように、システムを含めて表現してみると、a.が「X によって、Y が Z’する（になる）」表現形式
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